
1 
 

献血血液の研究開発等での使用に関する指針 

（新旧対照表） 
 

改正案 現行 
 

第３ 献血者への対応 
 
（略） 
 
３ ヒト遺伝子解析・検査等について 

輸血による副作用を防止する観点から、献
血血液に対し、赤血球型、白血球型（HLA 型）、
血小板型及び血 漿

しょう

たん白に対する遺伝子検
査を実施する場合がある。このような限定的
な遺伝子検査を実施するに当たっては、献血
者に対し、献血の実施前に文書による説明を
行い、同意を得ることが必要である。また、
献血血液を用いて上記以外のヒト遺伝子解
析・検査等を実施する場合においては、「ヒ
トゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指
針」（平成 16 年文部科学省・厚生労働省・経
済産業省告示第１号）を遵守しなければなら
ない。 

 
 

 
第３ 献血者への対応 
 
（略） 
 
３ ヒト遺伝子解析・検査等について 

輸血による副作用を防止する観点から、献
血血液に対し、赤血球型、白血球型（HLA 型）、
血小板型及び血 漿

しょう

たん白に対する遺伝子検
査を実施する場合がある。このような限定的
な遺伝子検査を実施するに当たっては、献血
者に対し、献血の実施前に文書による説明を
行い、同意を得ることが必要である。また、
献血血液を用いて上記以外のヒト遺伝子解
析・検査等を実施する場合においては、当該
献血者に対し、個別に内容を説明し、同意を
得る必要がある。さらに、献血血液を用いた
ヒトゲノム・遺伝子解析研究を実施する場合
は、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する
倫理指針」（平成 16 年文部科学省・厚生労働
省・経済産業省告示第１号）を遵守しなけれ
ばならない。 

 
 

 
 

資料 ４－５ 
 


